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参加人数：114人

を開催しました第４回太宰府市議会意見交換会 

プラム・カルコア太宰府
４月27日（金） 14：00～16：00

とびうめアリーナ
４月27日（金） 19：00～21：00

38Pをご覧ください。

参加人数：86人

6月定例議会リポート………………34P

一般質問（会派代表質問）……………36P

第4回太宰府市議会意見交換会……38P

一般質問（個人質問）…………………39P

行政視察等報告……………………42P

政治倫理審査会審査結果の公表…43P

政務活動費収支報告………………44P

本会議は51名、委員会は

12名まで傍聴できます。
予約の必要はありませんので、

どうぞお気軽にお越しください。

日 月 火 水 木 金 土

8/27 28 29 30 31 9/1

本会議
提案理由説明
決算特別委員会

本会議
質疑･委員会付託

9/2 3 4 5 6 7 8

総務文教常任
委員会

環境厚生常任
委員会

建設経済常任
委員会

9 10 11 12 13 14 15

本会議
一般質問

本会議
一般質問

本会議
一般質問
（予備日）

決算特別

委員会

16 17 18 19 20 21 22

決算特別

委員会

決算特別

委員会
（予備日）

本会議
報告・質疑
討論・採決

議会を傍聴してみませんか!!
９月定例議会の日程（予定）
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条　例

◆太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例

　観光推進基本計画策定協議会が設置及び適応指導教室運営委員会の名称を太宰府市教育支援セ

ンター運営委員会に名称変更することによる。

◆太宰府市税条例等の一部を改正する条例

　地方税法等の改正に伴う改正です。平成 33年度より給与所得の一部が基礎控除に振り分け

られ、「生産性革命」のため、固定資産税について中小企業の設備投資を促進するための特例が

設置されます。本年 10月からたばこ税が段階的に引き上げられます。

◆太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

　国民健康保険税の納付率向上を図り、口座振替による納入を基本とする旨の項を加えます。

◆太宰府市介護保険条例の一部を改正する条例

　介護保険法の改正により、介護保険料及び介護サービス利用時の自己負担率割合並びに高額

サービス費の決定根拠となる所得額を長期及び短期譲渡所得の特別控除後の額とするものです。

◆太宰府市公園条例の一部を改正する条例

　都市公園法、都市緑地法等の一部改正施行により都市公園の敷地面積の標準が改められたこ

とと、創設された都市公園の公募設置管理制度に対応するための改正です。

予　算

◆一般会計補正予算（第２号）

　歳入歳出それぞれ 3億 3,027 万 5千円を追加し、予算の総額が歳入歳出それぞれ 239 億 5,789 万 3千円に

なりました。

歳　出　の　主　な　も　の

款 費　目 予算額 内　容

総務費 工事請負費 7,825 万円 市役所の空調工事を行います。

教育費 工事請負費 1,645 万円 太宰府西小学校体育館の屋根張替え等の追加工事費です。

教育費 工事請負費 114 万円 市民図書館に監視カメラを導入します。

教育費 補助金 527 万円 学校給食会で給食献立、食育の研究を行います。

商工費 委託料 216 万円 観光推進基本計画策定委託料です。

総務費 委託料 3,760 万円 ふるさと納税の増額を図り、ポータルサイトを増やします。

農林水産業費 委託料 4,750 万円 ため池の耐震調査６カ所。他に１カ所の詳細調査を行います。

民生費 補助金 2,400 万円 定員 19名以下の小規模保育所の開設を支援します。

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

人　事

◆副市長に清
 し み ず けいすけ

水圭輔氏を選任すること、教育委員会委員に日
く さ か べ

下部寛
ひろゆき

行氏を任命することに同意しました。

定例議会リポート6月
主な審議内容をお伝えします。

６
月
定
例
議
会
リ
ポ
ー
ト

議
決
結
果
一
覧
表

訂正とお詫び

　だざいふ議会だより155号（平成 30 年 5月1日号）の43ページ14 行目及び15 行目の「殺処分数」は「死亡動物収集件数」

の誤りでした。訂正してお詫び申し上げます。なお、太宰府市では犬猫の殺処分は行っておりません。

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

件
数

議案番号 案件名

議
決
結
果

公明党 宰光 市民ネット 新政会 共産党 無会派

小
畠
真
由
美

堺
　
　
　
剛

宮
原
　
伸
一

原
田
久
美
子

陶
山
　
良
尚

入
江
　
　
寿

舩
越
　
隆
之

栁
原
荘
一
郎

徳
永
　
洋
介

村
山
　
弘
行

長
谷
川
公
成

上
　
　
　
疆

木
村
　
彰
人

神
武
　
　
綾

藤
井
　
雅
之

門
田
　
直
樹

笠
利
　
　
毅

1 議案第35号
専決処分の承認を求めることについて（太
宰府市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

2 議案第48号
太宰府市税条例等の一部を改正する条例
について

原案
可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

※橋本健議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。

公明党：公明党太宰府市議団　　　　新政会：太宰府新政会　　

市民ネット：太宰府市民ネット　　　共産党：日本共産党太宰府市議団　　

無会派：会派に所属していない議員

案

件
議案番号 案　件　名 議決結果

1 報告第２号 平成29年度太宰府市一般会計予算繰越明許費について ―

2 報告第３号 平成29年度太宰府古都・みらい基金の運用状況報告について ―

3 議案第33号 専決処分の承認を求めることについて（太宰府市税条例の一部を改正する条例） 承認

4 議案第34号 専決処分の承認を求めることについて（太宰府市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承認

5 議案第36号 筑紫自治振興組合規約の一部変更に関する協議について 可決

6 議案第37号 筑紫公平委員会設置規約の一部変更に関する協議について 可決

7 議案第38号 福岡都市圏広域行政推進協議会規約の一部変更に関する協議について 可決

8 議案第39号 福岡都市圏広域行政事業組合規約の一部変更に関する協議について 可決

9 議案第40号 福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合規約の変更について 可決

10 議案第41号 福岡都市圏の市町の図書館等を相互に他の市町の住民の貸出利用に供することの一部変更に関する協議について 可決

11 議案第42号 福岡都市圏の市町のスポーツ施設等を相互に他の市町の住民の利用に供することの一部変更に関する協議について 可決

12 議案第43号 福岡都市圏南部環境事業組合規約の一部変更に関する協議について 可決

13 議案第44号 福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議について 可決

14 議案第45号 筑紫地区障害支援区分等審査会の共同設置に関する規約の一部変更に関する協議について 可決

15 議案第46号 筑紫地区介護認定審査会の共同設置に関する規約の一部変更に関する協議について 可決

16 議案第47号 太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

17 議案第49号 太宰府市都市計画税条例の一部を改正する条例について 原案可決

18 議案第50号 太宰府市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

19 議案第51号 太宰府市介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

20 議案第52号 太宰府市ホテル等設置奨励条例の一部を改正する条例について 原案可決

21 議案第53号 太宰府市公園条例の一部を改正する条例について 原案可決

22 議案第54号 平成30年度太宰府市一般会計補正予算（第2号）について 原案可決

23 議案第55号 平成30年度太宰府市水道事業会計補正予算（第1号）について 原案可決

24 議案第56号 太宰府市副市長の選任につき同意を求めることについて 同意

25 議案第57号 専決処分の承認を求めることについて（平成30年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（専決第1号）） 承認

26 議案第58号 平成30年度太宰府市一般会計補正予算（第３号）について 原案可決

27 議案第59号 平成30年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）について 原案可決

28 議案第60号 太宰府市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意

全会一致で可決した議案

賛否の分かれた議案
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Q
　
　

各
校
区
自
治
協
議
会
で
地
域

住
民
が
参
加
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
事
業
の
具
体
的
説
明
と
、
市
長
の
考
え

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。A

　

市
長　

校
区
自
治
協
議
会
で
は

各
専
門
委
員
会
を
設
置
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
の
他
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
見

守
り
、
災
害
復
興
支
援
等
安
全
・
安
心
で
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
校
区
自
治
協
議
会
ご
と
に
、
福
祉

及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当
部
署
と
社
会
福
祉

協
議
会
と
が
地
域
の
皆
様
と
意
見
を
交
わ
し

な
が
ら
、
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
を
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
取
り
組

む
体
制
の
整
備
に
協
力
す
る
他
、
校
区
自
治

協
議
会
の
活
動
を
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
広
く
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
関
係
部

署
が
地
域
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
充

実
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
　

施
政
方
針
第
７
の
プ
ラ
ン
に

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連

携
、
防
犯
対
策
の
整
備
充
実
、
暴
力
追
放
運

動
の
推
進
、
交
通
安
全
体
制
の
推
進
の
観
点

か
ら
、
本
市
独
自
の
表
彰
制
度
を
確
立
し
、

日
々
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
を
賛

嘆
し
感
謝
の
意
を
伝
え
る
仕
組
み
が
あ
っ
て

も
良
い
の
で
は
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

A
　

市
長　

現
在
、
防
犯
活
動
や
登

下
校
時
の
見
守
り
活
動
、
少
年

補
導
や
交
通
安
全
啓
発
活
動
な
ど
で
、
個

人
や
団
体
の
協
力
の
も
と
、
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

近
年
に
お
け
る
犯
罪
認
知
件
数
や
交
通
事

故
件
数
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
対
し
慰
労
と

功
績
を
称
え
る
た
め
、
県
や
市
、
各
協
議

会
に
表
彰
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
防

犯
・
交
通
安
全
に
つ
い
て
は
筑
紫
地
区
安

全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
、
筑
紫

野
太
宰
府
防
犯
協
会
、
交
通
事
故
を
な
く

す
福
岡
県
民
運
動
本
部
を
は
じ
め
、
多
く

の
団
体
に
よ
り
表
彰
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
当
面
は
太
宰

府
市
表
彰
条
例
で
対
応
し
て
参
り
た
い
と

考
え
ま
す
。

Q
　
　

「
周
辺
自
治
体
と
連
携
し
た
防

災
計
画
と
協
力
体
制
づ
く
り
」
と

施
政
方
針
に
は
あ
り
ま
す
が
、
広
域
連
携
よ

り
も
身
近
な
コ
ン
ビ
ニ
と
の
提
携
が
最
善
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
災
害
時
の
コ
ン
ビ
ニ
と
の
提
携
に
つ
い
て

の
考
え
方
と
、
期
待
す
る
提
携
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

②
愛
知
県
尾
張
旭
市
で
は
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ

全
店
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
お
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
前
に
全
公
民
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

公
民
館
・
コ
ン
ビ
ニ
等
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

す
る
考
え
が
あ
る
か
を
伺
う
。

A
　

市
長　

①
必
要
な
災
害
対
応
業
務

を
す
べ
て
市
職
員
で
こ
な
す
の
は
困

難
で
す
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
等
民
間
会
社
と
の
提

携
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
た
だ
し
提
携
協
定
は

県
単
位
で
結
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。
県
と
市
で

密
な
連
携
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的

に
コ
ン
ビ
ニ
と
の
提
携
効
果
が
市
民
に
及
ぶ
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。
物
資
確
保
に
と
ど
ま
ら

ず
、
燃
料
供
給
な
ど
の
面
で
事
実
上
の
広
域
連

携
の
メ
リ
ッ
ト
も
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
公
民
館
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
は
有
効
と
考
え

て
い
ま
す
。
た
だ
し
日
常
的
な
管
理
・
啓
発

な
ど
各
自
治
会
の
対
応
と
な
り
ま
す
か
ら
、

有
利
な
補
助
金
の
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
し

つ
つ
、
各
自
治
会
の
実
情
に
即
し
た
対
応
を

し
て
い
き
ま
す
。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
会
派
代
表
質
問
）

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
会
派
代
表
質
問
）

会派代表質問は質問を行った議員名と質問項目、及び質問項目のうち朱書き項目の質問と回答の内容を要約掲載しています。

問

地
域
住
民
が
参
加
し
や
す
い

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
と
は

問

本
市
独
自
の
表
彰
制
度
確
立
を

問

災
害
時
に
備
え
コ
ン
ビ
ニ
と
の
連
携
を

深
め
る
べ
き
で
は

・
第
１
の
プ
ラ
ン
「
市
民
参
画
の
行
政
、
街
づ
く
り
で
地
域
創
生
」
に
つ
い
て

・
第
２
の
プ
ラ
ン
「
学
問
の
神
様
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子
育
て
」
に
つ
い
て

・
第
３
の
プ
ラ
ン
「
徹
底
し
た
行
革
と
超
成
長
戦
略
で
財
政
再
建
」
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
「
人
権
政
策
」
に
つ
い
て

・
第
１
の
プ
ラ
ン
「
市
民
参
画
の
行
政
、
街
づ
く
り
で
地
域
創
生
」
に
つ
い
て

・
第
２
の
プ
ラ
ン
「
学
問
の
神
様
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子
育
て
」
に
つ
い
て

・
第
３
の
プ
ラ
ン
「
徹
底
し
た
行
革
と
超
成
長
戦
略
で
財
政
再
建
」
に
つ
い
て

・
第
４
の
プ
ラ
ン
「
積
極
的
広
域
連
携
に
よ
る
大
太
宰
府
構
想
」
に
つ
い
て

・
第
５
の
プ
ラ
ン
「
環
境
重
視
の
逆
転
の
発
想
で
渋
滞
解
消
」
に
つ
い
て

・
第
６
の
プ
ラ
ン
「
民
間
の
知
恵
を
生
か
し
た
高
齢
者
福
祉
」
に
つ
い
て

・
第
７
の
プ
ラ
ン
「
防
衛
省
自
衛
隊
と
連
携
し
た
市
民
の
安
全
安
心
」
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
「
環
境
政
策
」
に
つ
い
て

・
第
１
の
プ
ラ
ン
「
市
民
参
画
の
行
政
、
街
づ
く
り
で
地
域
創
生
」
に
つ
い
て

・
第
２
の
プ
ラ
ン
「
学
問
の
神
様
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子
育
て
」
に
つ
い
て

・
第
３
の
プ
ラ
ン
「
徹
底
し
た
行
革
と
超
成
長
戦
略
で
財
政
再
建
」
に
つ
い
て

・
第
４
の
プ
ラ
ン
「
積
極
的
広
域
連
携
に
よ
る
大
太
宰
府
構
想
」
に
つ
い
て

・
第
６
の
プ
ラ
ン
「
民
間
の
知
恵
を
生
か
し
た
高
齢
者
福
祉
」
に
つ
い
て

太宰府市民ネット

徳
と く

永
な が

　洋
よ う

介
す け

 議員

公明党太宰府市議団

堺
さかい

　剛
つよし

 議員

太宰府新政会

長
は

谷
せ

川
が わ

 公
こ う

成
せ い

 議員

会 派 代 表 質 問会 派 代 表 質 問

Q
　
　

施
政
方
針
「
第
2
プ
ラ
ン
」
に

つ
い
て
2
点
伺
う
。

①
学
校
施
設
の
大
規
模
改
造
を
進
め
る
と
あ

る
が
、
歴
史
の
長
い
水
城
小
学
校
、
学
業
院

中
学
校
に
つ
い
て
、
児
童
・
生
徒
数
増
加
が

今
後
見
込
ま
れ
る
中
、
移
転
、
分
校
、
建
替

え
な
ど
を
早
急
に
検
討
し
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
に
つ
い
て
。

②
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
市
長
は
施
政
方

針
の
中
で
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
討
し
任
期
中

に
方
向
性
を
示
す
と
し
て
い
る
。
早
急
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

A
　

市
長　

①
私
自
身
、
直
接
学
校
現

場
に
赴
き
学
校
施
設
の
老
朽
化
を

は
じ
め
様
々
な
課
題
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
水
城
小
学
校
、
学
業
院
中
学
校
に
つ
き

ま
し
て
は
、
財
政
的
制
約
な
ど
も
あ
り
ま
す

が
、
慎
重
な
上
に
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
調
査
研
究
や
経
緯
を
全
て
ゼ
ロ
、
な
し

に
す
る
意
味
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

様
々
な
情
報
や
経
緯
の
継
続
性
を
保
ち
な
が

ら
、
予
見
・
予
断
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

再
度
検
討
を
始
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
な

る
べ
く
早
い
時
期
に
一
定
の
方
向
性
を
示
し
、

よ
り
良
い
給
食
の
実
現
に
踏
み
出
す
事
が
出

来
る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問

本
市
の
教
育
環
境
の
充
実
を

・
第
１
の
プ
ラ
ン
「
市
民
参
画
の
行
政
、
街
づ
く
り
で
地
域
創
生
」
に
つ
い
て

・
第
２
の
プ
ラ
ン
「
学
問
の
神
様
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子
育
て
」
に
つ
い
て

・
第
５
の
プ
ラ
ン
「
環
境
重
視
の
逆
転
の
発
想
で
渋
滞
解
消
」
に
つ
い
て

・
第
６
の
プ
ラ
ン
「
民
間
の
知
恵
を
生
か
し
た
高
齢
者
福
祉
」
に
つ
い
て

・
第
７
の
プ
ラ
ン
「
防
衛
省
自
衛
隊
と
連
携
し
た
市
民
の
安
全
安
心
」
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
「
環
境
政
策
」
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
「
人
権
政
策
」
に
つ
い
て

日本共産党太宰府市議団

神
こ う

武
た け

　綾
あ や

 議員
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問

保
育
施
設
へ
の

積
極
的
な
支
援
策
を

神
こ

う

武
た

け

　
綾

あ

や 

議
員

問

水
道
事
業
の
資
金
運
用
益

の
還
元
は
あ
る
か

藤
ふ

じ

井い

　
雅

ま

さ

之
ゆ

き 
議
員

問

主
権
者
教
育
と
学
校
教
育

改
革
は
進
ん
で
い
る
か

小お

畠
ば

た

真ま

ゆ

み

由
美 
議
員

Q
　

保
育
環
境
に
つ

い
て
３
点
伺
う
。

①
平
成
30
年
度
の
保
育
提
供

数
に
対
し
て
、
１
２
１
人
分

不
足
し
て
い
る
。
待
機
児
童
解

消
に
向
け
た
今
後
の
対
策
は

②
届
出
保
育
施
設
の
存
続
の

た
め
に
早
急
な
補
助
が
必
要

と
考
え
る
が
市
の
見
解
は

③
企
業
主
導
型
保
育
園
は
所

管
が
内
閣
府
で
あ
る
た
め
、

保
育
状
況
の
把
握
が
必
要
と

考
え
る
が
市
の
体
制
は

A

部
長　

①
平
成
31

年
度
に
見
直
し
を

行
う
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
中
で
、
待
機
児

童
の
解
消
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
本
市
で
は
、
認
可
保
育
所

の
定
員
増
加
に
向
け
た
取
り

組
み
を
最
優
先
課
題
と
し
て

お
り
、
届
出
保
育
所
へ
の
補

助
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
困
難
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

③
企
業
主
導
型
保
育
園
の
指

導
監
査
は
、
公
益
財
団
法
人

児
童
育
成
協
会
が
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は
別
に

福
岡
県
が
立
ち
入
り
調
査
を

行
う
際
に
市
も
立
ち
会
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

Q
　

水
道
事
業
会
計

に
お
け
る
有
価
証

券
等
で
の
資
金
運
用
に
つ
い

て
、
現
在
の
運
用
状
況
と
、

運
用
益
を
市
民
に
還
元
す
る

具
体
的
な
取
組
み
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A

部
長　

運
用
益
に

つ
い
て
は
、
長
引

く
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
影

響
で
利
息
収
入
は
年
々
減
少

し
て
お
り
、
本
格
的
に
債
券

運
用
を
開
始
す
る
平
成
30
年

度
は
、
１
６
０
万
円
程
の
利

息
収
入
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
低
金
利
時
代
と

は
い
え
少
し
で
も
資
金
運
用

に
よ
る
利
息
収
入
の
増
加
を

図
り
、
水
道
料
金
収
入
以
外

の
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
に

よ
り
、
先
ず
は
利
用
者
の
負

担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q
　

教
育
行
政
に
関

し
て
3
点
伺
う
。

①
子
供
の
主
権
者
教
育
と
し

て
、
議
場
で
「
こ
ど
も
会
議
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い
て

②
2
学
期
制
の
検
証
と
、
新

学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
に

つ
い
て

③
教
職
員
の
長
時
間
労
働

と
、
多
忙
化
に
対
す
る
働
き

方
改
革
に
つ
い
て

A

市
長　

①
施
政
方

針
で
提
案
し
た

「
学
生
未
来
会
議
」
も
、
次

代
を
担
う
若
い
世
代
に
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
画
意
識
を

い
ち
早
く
高
め
て
も
ら
う
こ

と
が
目
的
で
す
。
ご
提
案
の

「
こ
ど
も
会
議
」
に
つ
い
て

は
、
議
会
と
相
談
し
な
が
ら
、

ぜ
ひ
実
行
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

教
育
長　

②
授
業
時
数
の
確

保
や
評
価
の
あ
り
方
、
学
校

生
活
に
お
け
る
ゆ
と
り
の
面

か
ら
、
効
果
と
課
題
を
整
理

し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
学
習

指
導
要
領
へ
の
対
応
に
つ
て

は
、
新
た
に
導
入
さ
れ
る
内

容
に
絞
っ
て
調
査
研
究
や
学

校
支
援
を
行
い
、
各
学
校
が

円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

③
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
を
本
年
度
か
ら
本
格

的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

全
質
問
項
目

◇
保
育
環
境
に
つ
い
て

全
質
問
項
目

◇
水
道
事
業
に
つ
い
て

◇
市
長
の
執
行
姿
勢
に

つ
い
て

全
質
問
項
目

◇
教
育
行
政
に
つ
い
て

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
会
派
代
表
質
問
）
／
意
見
交
換
会

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

Q
　
　

「
市
政
運
営
経
費
の
見
直
し
」

に
関
し
て
5
点
伺
う
。

①
行
政
改
革
に
よ
る
歳
出
削
減
の
具
体
的
な

取
組
に
つ
い
て

②
太
宰
府
の
底
力
を
生
か
し
た
自
主
財
源
の

増
加
に
つ
い
て

③
施
設
使
用
料
の
見
直
し
に
つ
い
て

④
ふ
る
さ
と
納
税
の
収
入
見
込
み
額
に
つ
い
て

⑤
入
札
制
度
に
関
す
る
本
年
度
の
試
行
内
容

に
つ
い
て

A
　

市
長　

①
国
や
県
の
補
助
金
を
有

効
に
活
用
し
て
財
源
を
確
保
し
ま

す
。
ま
た
、
将
来
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
も
、

市
債
の
発
行
を
極
力
抑
え
、
財
政
の
健
全
化

に
努
め
ま
す
。

②
太
宰
府
の
歴
史
、
知
名
度
、
多
く
の
観
光

資
源
や
、
郷
土
を
愛
す
る
人
材
を
「
地
域
資
源
」

と
考
え
、
本
来
の
太
宰
府
の
底
力
を
最
大
限
に

引
き
出
し
、
自
主
財
源
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

③
公
共
施
設
を
利
用
す
る
際
の
受
益
と
負
担

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
市
民
の
理
解
と
納

得
が
得
ら
れ
る
合
理
的
な
料
金
設
定
に
な
る

よ
う
、
使
用
料
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

④
ふ
る
さ
と
納
税
の
収
入
見
込
み
額
は
、
平

成
29
年
度
の
3
倍
増
、
1
億
2
千
万
円
と
し

て
い
ま
す
。

⑤
現
在
、
現
行
の
入
札
制
度
の
検
証
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
具
体
的
な

内
容
の
検
討
に
入
り
、
試
行
を
重
ね
て
来
年

度
の
新
制
度
導
入
を
目
指
し
ま
す
。

問

市
政
運
営
経
費
の
見
直
し
で
財
政
健
全
化
を

・
第
１
の
プ
ラ
ン
「
市
民
参
画
の
行
政
、
街
づ
く
り
で
地
域
創
生
」
に
つ
い
て

・
第
２
の
プ
ラ
ン
「
学
問
の
神
様
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
、
子
育
て
」
に
つ
い
て

・
第
３
の
プ
ラ
ン
「
徹
底
し
た
行
革
と
超
成
長
戦
略
で
財
政
再
建
」
に
つ
い
て

・
第
４
の
プ
ラ
ン
「
積
極
的
広
域
連
携
に
よ
る
大
太
宰
府
構
想
」
に
つ
い
て

・
第
５
の
プ
ラ
ン
「
環
境
重
視
の
逆
転
の
発
想
で
渋
滞
解
消
」
に
つ
い
て

・
第
６
の
プ
ラ
ン
「
民
間
の
知
恵
を
生
か
し
た
高
齢
者
福
祉
」
に
つ
い
て

・
第
７
の
プ
ラ
ン
「
防
衛
省
自
衛
隊
と
連
携
し
た
市
民
の
安
全
安
心
」
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
「
環
境
政
策
」
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
「
国
際
交
流
・
友
好
都
市
交
流
の
推
進
」
に
つ
い
て

宰　光

宮
み や

原
は ら

　伸
し ん

一
い ち

 議員

会 派 代 表 質 問

市議会意見交換会を開催しました第４回

　平成30年4月27日(金)、プラム・カルコア太宰府と とびうめアリーナの2会場で、市民と議会の意見

交換会を開催しました。両会場合わせて200人のご参加をいただき、市民皆様が議会に寄せる関心と期

待の高さを痛感し、議員一同身の引き締まる思いです。

　皆様からいただいた貴重なご意見を、今後の議会運営に生かすとともに、さらに開かれた議会を目指

して努力してまいります。

※詳しくは太宰府市議会HPをご覧ください。
　http://www.city.dazaifu.lg.jp/admin/shisei/shigikai/ikenkoukankai/11978.html

● 市議会意見交換会アンケート（抜粋）

Ｑ 意見交換会を評価しますか？ ●意見交換会参加者の推移

15%
・大いに評価

20%
・無回答

32%
・ある程度
　　　評価

20%

11%

2%

・あまり評価しない

・全く評価しない

・わからない

0

50

100

150

200

250

第4回第3回第2回第1回

44人
30人 28人

200人

個人質問は質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について質問と回答の内容を要約掲載しています。

個 人 質 問
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

問
各
種
「
避
難
所
」
を
使
い
分
け

て
避
難
す
れ
ば
よ
い
の
か

原
は

ら

田だ

久く

美み

子こ 
議
員

問

今
後
の
地
域
福
祉
の

あ
り
方
は

舩
ふ

な

越
こ

し

　
隆

た

か

之
ゆ

き 

議
員

問

豪
雨
対
策
は

万
全
か

栁
や
な
ぎ

原
は

ら

荘
そ

う

一
い

ち

郎
ろ

う 
議
員

問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
目
的
・
役
割
と
は

入
い

り

江え

　
寿

ひ
さ
し 

議
員

Q
　

日
頃
か
ら
防
災

・
減
災
意
識
を
高

め
て
ゆ
く
た
め
に
も
、
災
害

時
の
避
難
の
仕
方
を
理
解
し

て
お
く
こ
と
は
大
切
で
あ

る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は

「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」
、「
指

定
避
難
所
」
、
「
協
定
避
難

所
」
、「
緊
急
一
時
待
機
施
設
」

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
こ
と

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
観
光

客
は
ど
う
避
難
す
る
こ
と
に

な
る
の
か
伺
う
。

A

部
長　

「
緊
急
一

時
待
機
施
設
」
は
、

あ
く
ま
で
集
合
場
所
で
、
状

況
を
み
て
避
難
所
等
に
速
や

か
に
移
動
し
ま
す
。

　

「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」

は
身
の
安
全
を
守
る
た
め
の

施
設
で
す
が
、
家
屋
等
に
被

害
を
受
け
た
場
合
は
「
指
定

避
難
所
」
で
一
定
期
間
生
活

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

「
協
定
避
難
所
」
は
避
難

所
と
し
て
市
民
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
協
定
を
結
ん
だ
民

間
施
設
で
す
。

　

観
光
客
の
誘
導
は
、
場

所
、
経
路
、
言
語
な
ど
各
関

係
機
関
の
連
携
が
必
須
で
す

か
ら
、
今
後
も
協
力
関
係
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Q
　

「
民
間
の
知
恵

を
生
か
し
た
高
齢

者
福
祉
」
に
関
し
て
２
点
伺

う
。

①
「
介
護
予
防
・
生
き
が
い

活
動
支
援
事
業
」
「
老
人
ク

ラ
ブ
関
係
事
業
」
「
老
人
憩

い
の
場
整
備
事
業
」
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
内
容

②
平
成
15
年
に
市
が
運
営
す

る
障
が
い
児
施
設
が
民
間
事

業
者
へ
移
譲
さ
れ
た
が
、
そ

れ
以
降
の
障
が
い
者
支
援
の

あ
り
方
は
ど
う
変
わ
っ
た
か

A

部
長　

①
「
介
護

予
防
・
生
き
が
い

活
動
支
援
事
業
」
は
、
介
護

予
防
体
操
や
サ
ロ
ン
活
動
に

対
し
て
財
政
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
「
老
人
ク
ラ
ブ
関

係
事
業
」
は
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
や
健
康
づ
く
り
を
目

的
に
、
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

等
の
活
動
に
財
政
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
「
老
人
憩

い
の
場
整
備
事
業
」
は
、
高

齢
者
の
集
い
の
場
を
自
治
会

が
整
備
す
る
経
費
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

②
療
育
内
容
の
充
実
を
図
る

た
め
、
平
成
15
年
に
民
間
事

業
者
に
移
譲
さ
れ
、
現
在
は

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と

し
て
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
へ
の
支
援
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

Q
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
よ
る
と
、
水

城
区
お
よ
び
吉
松
区
に
は
浸

水
想
定
範
囲
が
広
く
分
布
し

て
い
る
。
豪
雨
災
害
対
策
に

関
し
て
3
点
伺
う
。

①
御
笠
川
の
未
改
修
部
分
の

状
況
と
、
今
後
の
対
策
に
つ

い
て

②
御
笠
川
の
水
位
観
測
体
制

つ
い
て

③
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
（
地
下
道
）

に
お
け
る
対
策
状
況
つ
い
て

A

部
長　

①
豪
雨
災

害
に
備
え
た
御
笠

川
の
改
修
事
業
は
、
福
岡
県

に
よ
り
計
画
的
に
実
施
さ
れ

て
お
り
、
今
後
と
も
流
域
自

治
体
で
つ
く
る
事
業
促
進
協

議
会
を
通
じ
て
整
備
要
望
を

行
い
ま
す
。

②
福
岡
県
河
川
防
災
情
報
や

市
が
設
置
し
て
い
る
監
視
カ

メ
ラ
に
よ
る
情
報
と
と
も

に
、
職
員
の
巡
回
に
よ
り
現

場
確
認
を
行
い
ま
す
。

③
6
カ
所
は
、
排
水
ポ
ン
プ

を
設
置
し
て
冠
水
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
警
告
回
転
灯
や

冠
水
注
意
の
看
板
に
よ
り
冠

水
時
の
注
意
喚
起
を
行
い
ま

す
。
1
カ
所
に
つ
い
て
は
、

冠
水
注
意
の
看
板
及
び
監
視

カ
メ
ラ
に
よ
る
確
認
の
み
で

あ
り
、
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置

に
向
け
て
関
係
機
関
と
の
協

議
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

Q
　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
関
し

て
４
点
伺
う
。

①
業
務
内
容
等
が
市
民
に
理

解
、
周
知
さ
れ
て
い
る
か

②
運
営
体
制
及
び
業
務
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

③
検
証
、
評
価
と
次
年
度
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

④
設
置
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

A

部
長　

①
一
般
高

齢
者
の
認
知
度
は

48
・
５
％
で
し
た
。
今
年
度

５
月
１
日
号
の
広
報
「
だ
ざ

い
ふ
」
に
特
集
記
事
を
掲
載

し
ま
し
た
。

②
い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

に
設
置
さ
れ
本
市
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
形

態
は
、
市
の
直
営
方
式
で
す
。

③
各
種
の
評
価
指
標
の
達
成

状
況
に
つ
い
て
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
に

よ
り
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

④
条
例
制
定
は
必
要
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
支
所
を

設
置
す
る
に
あ
た
り
必
要
な

例
規
の
整
備
は
行
っ
て
い
き

ま
す
。

全
質
問
項
目

◇
減
災
対
策
に
つ
い
て

◇
道
路
整
備
に
つ
い
て

全
質
問
項
目

◇
施
政
方
針
に
つ
い
て

全
質
問
項
目

◇
豪
雨
災
害
対
策
に

つ
い
て

◇
教
育
施
設
の
整
備

に
つ
い
て

全
質
問
項
目

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問

今
求
め
ら
れ
る

職
員
像
と
は

木き

村
む

ら

　
彰

あ

き

人と 

議
員

問

公
共
施
設
の
監
理
状

況
を
確
認
す
る

門
か

ど

田た

　
直

な

お

樹き 

議
員

Q
　

更
な
る
職
員
育

成
の
必
要
性
か
ら
、

市
長
が
施
政
方
針
の
中
で
表

明
し
た
人
材
育
成
基
本
方
針

の
改
訂
に
関
し
て
３
点
伺
う
。

①
既
存
方
針
の
成
果
と
改
善

す
べ
き
課
題
に
つ
い
て

②
こ
れ
か
ら
の
太
宰
府
市
に

求
め
ら
れ
る
職
員
像
に
つ
い
て

③
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
創

造
的
業
務
を
通
じ
た
実
践
的

Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る
効
果
的
な
人

材
育
成
に
つ
い
て

A

部
長　

①
基
本
方

針
で
あ
る
『
し
な

や
か
』
な
職
員
像
を
職
員
全

体
で
共
有
し
た
こ
と
、
職
員

と
し
て
の
行
動
要
件
、
姿
勢

を
職
場
で
の
確
認
基
準
と
し

た
こ
と
、
職
員
が
自
ら
計
画

す
る
し
な
や
か
研
修
制
度
の

立
ち
上
げ
な
ど
の
成
果
が
あ

り
ま
し
た
。
各
階
級
に
求
め

ら
れ
る
、
社
会
情
勢
、
少
子
・

高
齢
化
に
対
応
し
た
職
員
像

を
描
い
て
い
き
ま
す
。

市
長　

②
公
に
尽
く
す
こ
と

を
自
ら
の
喜
び
と
し
、
市
民

の
声
、
時
代
の
要
請
に
ア
ン

テ
ナ
を
高
く
し
て
専
門
性
、

広
い
視
野
、
柔
軟
な
判
断
力

を
併
せ
持
つ
よ
う
な
職
員
を

念
頭
に
お
い
て
い
ま
す
。

③
若
手
職
員
の
研
究
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
政
策
提
案
や
、
課

題
対
応
の
た
め
の
横
断
的
な

会
議
や
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

Q
　

指
定
管
理
者
に

よ
る
公
共
施
設
の

点
検
・
管
理
に
関
し
て
、
２

点
伺
う
。

①
指
定
管
理
者
か
ら
の
報
告

に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
状
況
に

つ
い
て

②
直
営
管
理
の
施
設
に
お
け

る
、
点
検
業
務
の
た
め
の
専

門
職
員
の
配
置
と
法
令
遵
守

に
つ
い
て

A

総
務
部
理
事　

①

指
定
管
理
者
が
各

種
点
検
に
つ
い
て
専
門
業
者

と
業
務
委
託
契
約
を
締
結

し
、
そ
の
中
で
選
任
さ
れ
た

技
術
者
が
点
検
・
報
告
書
の

取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

報
告
書
で
何
ら
か
の
異
常
が

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
施
設

所
管
課
で
修
繕
や
部
品
交
換

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
委
託
業
者
の
仕
様
書
の
中

で
、
関
係
法
令
に
基
づ
く
報

告
書
の
作
成
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
報
告

書
は
、
各
施
設
所
管
課
の
担

当
者
が
確
認
を
行
い
、
適
正

な
業
務
履
行
の
確
保
に
努
め

て
い
ま
す
。

全
質
問
項
目

◇
職
員
の
人
材
育
成

に
つ
い
て

◇
道
路
事
業
の
進
め

方
に
つ
い
て

全
質
問
項
目

◇
市
の
公
共
施
設
の
監
理
状
況
に
つ
い
て

管
理 
点
検

太宰府市地域包括支援センター

川原地下道

個 人 質 問 個 人 質 問
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）
／
行
政
視
察
・
所
管
調
査
報
告

政
治
倫
理
審
査
会
の
審
査
結
果
報
告

問

市
民
に
よ
る

職
員
評
価
の
導
入

笠
か

さ

利り

　
毅

つ
よ
し 

議
員

Q
　

市
民
か
ら
の
評

価
を
基
本
と
す
る

外
部
評
価
を
、
職
員
の
人
材

育
成
に
生
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
か
、
市
の
見
解
を

伺
う
。

A

部
長　

市
民
か
ら

直
接
ご
意
見
を
い

た
だ
く
方
法
は
、
電
話
や
窓

口
で
の
対
応
や
、
市
民
の
意

見
箱
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
メ
ー
ル
、
市
民
意
識
調
査

な
ど
が
あ
り
、
市
民
の
声
を

多
く
集
め
る
こ
と
に
よ
り
職

員
に
対
す
る
評
価
が
見
え
て

く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
度
人
材
育
成
基
本
方

針
の
改
訂
に
あ
た
り
、
そ
の

過
程
に
お
け
る
策
定
委
員
会

の
協
議
の
中
で
議
員
の
提
案

も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

全
質
問
項
目

◇
市
職
員
の
市
民
に
よ
る
評
価
導
入
に
つ
い
て

◇
市
民
提
案
事
業
支
援
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

◇
中
学
校
給
食
実
現
の
た
め
の
資
金
計
画
に
つ
い
て

総務文教常任委員会

日程：平成30年5月9日（水）～5月11日（金）

●あさひAEDサポート事業におけるAEDの有効活用について

愛知県尾張旭市

AED の 24 時間利活用を可能とし救命率向上を図るため、市内すべての

コンビニエンスストアにAEDを設置した取り組みについて視察しました。

●図書館運営事業「元気配達便」について ／ 愛知県田原市

図書館への来館が困難な高齢者や障がい者を対象とした図書の配達、貸出サービスを通して、市民の心と体

の健康を保つ取り組みについて視察しました。

●市立の小学校と特別支援学校の併設整備と運営について

愛知県刈谷市

肢体不自由児の長時間通学を、既設市立小学校との併設整備により早期解消すると共に医療機関との支援体

制の構築などにより理想的に整備された教育環境を視察しました。

環境厚生常任委員会

日程：平成30年5月17 日（木）～5 月18 日（金）

●呉市国民健康保険事業の医療費適正化の取り組みについて

広島県呉市

いち早くレセプトのデーターベース化に取り組まれ、データに基づく

保健事業により着実に効果を上げてきた先進自治体である。レセプト

データベースの導入の経緯や効果の内容について視察しました。

●「おのみち幸齢プロジェクト」の取り組みについて

広島県尾道市

高齢者が住み慣れた地域でいきいきと安心して暮らせるよう 13にわたる事業が展開されており、それぞれ

の事業内容について視察しました。

建設経済常任委員会

日程：平成30年５月７日（月）

●太宰府市の下水処理に関する地域共同施設運用について

毎年数億円規模の負担金を拠出している、御笠川浄化センターの

運用状況を現地視察しました。

行 政 視 察 報 告

所 管 調 査 報 告

　平成 29 年 4 月 1 日に施行された太宰府市議会議員政治倫理条例には、議員が遵守すべき政治倫

理基準が定めてられています。市民は、議員がこの基準に反していると疑いを抱いた時には、証拠

を添えて政治倫理審査を請求することができます。

　今般はじめて政治倫理審査請求が行われ、政治倫理審査会が設けられました。

　被審査請求議員には弁明が認められていますが、弁明はなく、4 月 23 日にその審査報告が公表さ

れました。

●審査請求の内容

　1 月の市長選挙で楠田大蔵氏が当選しました。これをうけて橋本健市議会議長が「本当は不信任案

を出したい気持ちだが、大人の対応でそれは抑える」旨の発言をし、これが報道されました。

　発言は、条例第 3 条第 1 項第 1 号「市民全体の代表者としてその品位と名誉を損なうような一切

の行為を慎み、その職務に関して不正の疑惑をもたれるおそれのある行為をしないこと」にてらせば、

「品位と名誉を損なう」行為にあたるとして、議長職を辞任、あるいは解任を求められたものです。

●審査結果のまとめ

　橋本健議長の発言を条例に規定する違反行為とはしない。

＜理由＞

① 市長に対する発言としては許容の範囲内である。

② 発言それだけで政治倫理基準違反と判断することは、公正さを求められる審査会そのものを政争

の具とすることになりかねない。

　争点とされた「品位と名誉」の理解には当事者間でも乖離があること、くわえて、そもそも条例

が議員の立場を利用して私益を図ることや、犯罪にかかわることなどを想定しているため、厳正な

条例適用は難しく、違反判断はさけるべきとしたものです。

●附帯意見による橋本健議長への要請

　審査会は議会の総意を体現するため、各会派からの代表と無会派の議員で構成されました。

条例に違反するとは判断しませんでしたが、芦刈前市長への不信任議決から今回の市長選挙にいた

る太宰府市の状況をふまえると、橋本健議長の発言は明らかに不適切であり、みずから政治的責任

を明らかにする必要があるとの見解で一致し、附帯意見を付けることになりました。

　審査過程では、審査結果よりむしろ附帯意見が重視されるべきことが多く意見陳述されています。

附帯意見は、橋本健議長が市民の不満に真摯に対応すること、不適切な言動を厳に慎むことを求め

ています。

●審査会の構成

委員長　門田 直樹

副委員長　長谷川 公成

委員　藤井 雅之、 堺 剛、笠利 毅、徳永 洋介、宮原 伸一

なお、審査結果報告書の全文を市議会ホームページで公開しています。

政治倫理審査会の審査結果を公表します

個 人 質 問
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こ
の
時
期
は
大
雨
が
降
る
た
び
に
、
河
川
の

氾
濫
、
土
砂
災
害
等
が
発
生
し
て
な
い
か
い
つ

も
心
配
に
な
る
。
そ
の
心
配
が
今
年
も
現
実
の

も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
に
続
き
、
先
月
西
日

本
を
中
心
に
記
録
的
な
豪
雨
が
襲
っ
た
。
多
く

の
犠
牲
者
が
出
る
な
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
各
地
の
状
況
を
映
像
で
見
る
と
想
像
を

絶
す
る
ほ
ど
の
光
景
が
広
が
り
、
豪
雨
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
と
も
に
、

他
人
ご
と
で
は
な
い
と
改
め
て
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
し
た
。

　

こ
の
度
の
災
害
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
ま

す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
時
に
議
員
は
ど
の
よ
う
な

行
動
を
と
る
べ
き
か
。
こ
こ
数
年
、
災
害
時
な

ど
非
常
時
に
議
会
や
議
員
が
行
う
べ
き
役
割
、

行
動
指
針
を
定
め
た
業
務
継
続
計
画
（
議
会
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
を
策
定
す
る
議
会
が
増
え
て
い
る
。
私

た
ち
議
員
も
災
害
に
備
え
て
、
市
民
の
安
全
安

心
の
た
め
に
日
頃
か
ら
災
害
発
生
時
の
対
応
を

し
っ
か
り
と
考
え
て
い
く
と
き
で
は
な
い
か
。

（
良
）
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報
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政
務
活
動
費
収
支
報
告

平成29年度  政務活動費 収支報告
（単位：円、％）

会派・議員名 交付額 支出額 市への返還額 執行率

公
こう

明
めい

党
とう

太
だ

宰
ざい

府
ふ

市
し

議
ぎ

団
だん

（２人）

小畠真由美、堺　剛
150,000 1,240 148,760 0.8

宰
さい

　光
こう

　（６人）

宮原伸一、陶山良尚、原田久美子、

舩越隆之、入江　寿、栁原荘一郎

450,000 43,245 406,755 9.6

太
だ

宰
ざい

府
ふ

市
し

民
みん

ネット（２人）
村山弘行、徳永洋介

150,000 105,760 44,240 70.5

太
だ

宰
ざい

府
ふ

新
しん

政
せい

会
かい

（４人）

長谷川公成、橋本　健、上　疆、木村彰人
300,000 39,175 260,285 13.2

日
に

本
ほん

共
きょう

産
さん

党
とう

太
だ

宰
ざい

府
ふ

市
し

議
ぎ

団
だん

（２人）

神武　綾、藤井雅之
150,000 2,600 147,400 1.7

門田直樹 75,000 12,767 62,233 17.0

笠利　毅 75,000 10,496 64,504 14.0

合　　計（18人） 1,350,000 215,823 1,134,177 16.0

（平成30年1月1日から平成30年3月31日分の報告となっています。支出の領収書は市議会ホームページで公開しています）

　政務活動費は、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、会派または議員に対し交付されるものです。
太宰府市議会では、１人当たり月額２万５千円が交付されています。
　今後とも、政務活動費を有効的に活用し、調査・研究の成果を市民の皆さんに還元するとともに、市政発展のために生
かしていきます。

　

　市議会議員として、15 年にわたり地方自治の発展と振興に貢献さ

れた功績により、全国市議会議長会から橋本健議員、門田直樹議員が

表彰されました。

橋本 健 議員（写真左）、門田 直樹 議員（写真右）

永年勤続表彰


